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いふだより  

このたよりは、尾張旭市内の小中学生の子をもつご家庭や、 

教職員のみなさん、地域の方に向けて発行しています。 

 

子どもたちが安心して過ごせる学校に 

 庶務 本地原小学校 伊藤 彰浩 

 本年度のいじめ・不登校対策委員会も「いじめゼロ」「不登校ゼロ」を目指して、家庭・地域

・関係機関と連携し、子どもたちが安心して過ごせるように取り組んできました。 

 「いふだより」については、相談体制を充実したことや、ＳＳＷｒ（ｽｸｰﾙ ｿｰｼｬﾙ ﾜｰｶｰ）を導入し

たこと等、強化した事業や新規の事業についても積極的に発信し、周知徹底を図るとともに、本年度

は、保護者・教職員だけでなく、地域の方にも読んでいただくことができるよう、各小中学校の

ホームページに掲載したり、町内で回覧していただいたりしました。 

 「いじめ実態アンケート」については、今年度も４回（各学期の記名調査と１０月の無記名調査）行

い、早期解決に向けた個別の対応と全体への指導ができるようにしてきました。 

 また、各校のいじめ防止基本方針が策定から２年経過したので、各校の実態に応じて修正点を

明確にし、よりよい方針になるよう見直しを図りました。 

 その他にも、いじめや不登校を未然に防止するために、異学年交流や地域連携を視野に入れた地域の

方との交流をしたり、互いを尊重しあう体験活動をしたりするなど、よりよい人間関係を育むことがで

きました。また、日頃の相談活動では子どもたちの心に寄り添いながらともに考え、悩みや不安を解消

することができました。 

 今後も、本委員会は、「いじめ」も「不登校」もゼロとなることをめざします。“一人を救う”、“

新たな一人を出さない”ことを胸に、小さなサインを見逃さず、素早い対応に努め、すべての子どもた

ちが安心して過ごせるよう力を尽くします。 

《子育てや教育活動をこれからも応援していきます》 
 

◆ 尾張旭市適応指導教室（つくしんぼ）【中央公民館 １階】 
  市内小中学校の児童生徒の中で、様々な理由により、学校に登校できない子どもたちの学校
復帰を目指します。月曜日～金曜日 9：00～15：10  

（窓口：各小中学校 又は 教育委員会 TEL 0561－76－8178） 
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適応指導教室では、多くの児童生徒が学校復帰を目指して、学習を中心 

にいろいろな体験活動に意欲的に取り組んでいます。また、今年度からは、

教職経験者をはじめ、大学生・地域の方にもボランテイアとして協力してい

ただいて、より充実した活動を目指し 

ています。今、適応指導教室に通室し 

ている児童生徒が、４月に一人でも多 

く学校復帰ができることを願っていま 

す。                《乗馬体験》   《書き初め》 

 



◆ 尾張旭市少年センター【中央公民館 １階】 
  学校や家庭で不安や悩みをもつ青少年の相談。子どもの非行、しつけ、怠学などを心配する保
護者の相談。いじめ、不登校の相談も可。 

   
相談日時：月曜日～金曜日 9：00～17：00  第２・第４土曜日 9：00～16：30 

   電話番号：(TEL)ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120－48－7830   携帯電話から 0561－52－0700 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 尾張旭市こども・子育て相談【保健福祉センター３階】 
  躾、いじめ、不登校、性格、非行など、子育てや子どもへの関わり方に悩んだときの相談。 
  月曜日～金曜日 9：00～16：00 （TEL 0561－53－6102） 

 

思春期になると、子どもたちは学校や家庭などで悩みや不安をもつこと

が多くなります。また、ご家族のかたもお子さんの様子の変化や子育てに

ついて悩むことが増えてきます。そうした悩みや不安を抱えた時に、相談

者の気持ちに寄り添い気軽に相談していただく窓口として、少年センター

では「電話相談と来所相談」を開設しています。 

子どもたちからの相談の多くは、学校生活での不安や不満、友人関係や

部活動での悩み、自分自身の居場所が見つけられないといった相談です。

それに伴い「子どもが不登校になりそうで心 

配だ」といったご家族からの相談も増えてい 

ます。また、ネットに関してパソコン・スマ 

ートフォン等で誤った操作や使い方をしてし 

まい、不安になって電話をしてくるケースも 

少なくありません。今年度より市内の小中学 

校・高等学校・公共施設に右図の「青少年の 

悩み相談」「こどもでんわそうだん」のポスターを配布し掲示しました。 

 

こども・子育て相談といってもその内容は、0歳の子どもの離乳食のことか

ら、18歳の子どもの怠学話まで多種多様です。幼いお子さん、特に0歳のお

子さんの発育・健康などに関する相談については母子保健担当である健康課

保健師にお願いすることもありますが、基本的には相談される方のお話をじ

っくり伺うことを心掛けています。 

自分ひとりで考えているとどうにもまとまらず、だれにも相談できないま

まつらい気持ちや不安な気持ちを抱えて相談される方が多く見受けられます

。そんな時は第三者に話すことで、少し気持ちの整理をつけられているよう

に感じます。 

子育ては山あり谷あり困りごとはつきものです。安心して楽しく子育てが

できるよう、子育てに関する様々な相談に応じています。どうぞ遠慮なくご

利用ください。  

 


